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れていたのに対し、ハイブリッド自動車は 3.8 kg、電気自動車は 7.9 kg使用されており、
次世代車ほど電装化が進んでいること、より多様な元素が含有されていることを明らか
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 第 3章では、REEsを対象に 2030年までの動的フロー分析を行い、開発中のものを含
む既存の回収技術をレビューした上で回収効率を考慮した回収シナリオを設定し、その
回収可能量を推定している。使用済自動車中の REEs は 2010 年 130 t から 2030 年には
3400 t にまで急増し、そのうち 2700 (±500) t がニッケル水素電池とモーター磁石から回
収できると推定された。また、2030 年には ELVs から回収できる Dy の量が国内需要量





 第 4 章では、貴金属を対象に 2040 年までの動的フロー分析を行い、現在のフローを
明らかにするとともに、2040年の貴金属含有部品回収シナリオを設定し、その回収可能
量を推定している。使用済自動車は 2.2－5.9 g の貴金属を含有していると推定され、1
年間に発生する使用済自動車中の貴金属含有量は 2015年から 2040年の変動は小さく、





















１．ハイブリッド自動車 1 台、電気自動車 1 台を含む計 6 台の使用済自動車を対象と
した解体調査を行い、自動車 1 台あたりの元素含有量を明らかにした。電子基板は普
通乗用車に 0.74－4.1 kg使用されていたのに対し、ハイブリッド自動車には 3.8 kg、電
気自動車には 7.9 kg 使用されているなど、次世代車ほど電装化が進んでいることを明
らかにした。また、多様な元素が含有されていることも明らかにされ、REEs はハイブ
リッド自動車に 3100 g、電気自動車に 710 g含有されており、二次電池や駆動モータ等
の次世代車特有部品の影響が大きかった。 
２．REEsを対象に 2030 年までの動的フロー分析を行い、REEs の回収シナリオを設定
して回収可能量を推定した。使用済自動車中の REEsは 2010年 130 t から 2030年には





に 2040 年までの動的フロー分析から、1 年間に発生する使用済自動車中の貴金属含有
量は 2015 年から 2040 年の変動は小さく、14－15 t と推定された。2015 年のフローで
は 14.8 t の貴金属のうち 33－53%が国内でリユース部品中に含有もしくは資源として
リサイクル（精錬）されていた。一方で、2040 年には、より次世代車特有部品の寄与
が増大すると推定され、たとえば電子基板では回収可能量 1.9－2.5t のうち 41%を次世
代車特有部品が占めた。また、解体段階での部品回収率を高めることで、2040 年には
最大 62－83%の貴金属が回収可能と推定された。 
 
 以上、本論文は、次世代自動車の影響を踏まえた使用済自動車の有用資源の回収ポ
テンシャルに関して論じており、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よっ
て、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、令和元年 6
月 21日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課
程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
 
 
 
 
